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研究成果の概要（和文）：本研究では、中高齢のボランティア（主に健常者）および中高齢のうつ病患者を対象
に、精神医学的評価、社会的孤立・孤独に関連した検査、血液検査、PC版「信頼ゲーム」など多軸的データを取
得し、相関解析等を実施し、中高齢の社会的孤立に関連する因子を探る前向きパイロット研究を実施した。コロ
ナ禍により、一部オンライン調査へ変更したが、社会的孤立に関連する因子に関してコロナ禍の影響にも鑑みて
予備的同定に成功した。
今回得られた結果が、社会的孤立・孤独対策のための将来の国家プロジェクト立案の礎になることが期待され
る。

研究成果の概要（英文）：In this study, we conducted a prospective pilot study to find out the 
factors related to social isolation in middle-aged and elderly volunteers (mainly healthy people) 
and middle-aged and elderly depressed patients by obtaining multiaxial data such as psychiatric 
evaluation, questionnaires related to social isolation and loneliness, blood tests, and PC version 
of "trust game" and conducting correlation analysis. Due to the COVID-19 pandemic, we had to change 
some of our protocols to online surveys. We succeeded in preliminary identification of factors 
related to social isolation, by considering the impact of the COVID-19 pandemic. We hope that our 
results obtained in this study will shed new lights on planning future national projects to combat 
social isolation and loneliness.

研究分野：精神医学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
社会的孤立は孤独死や社会的ひきこもりなどの社会問題に直結し、喫緊の課題であるが、打開策は見出されてい
ない。本研究では中高齢ボランティア（健常者）および中高齢のうつ病患者を対象に、精神医学的評価、社会的
孤立・孤独に関連した検査、血液検査、PC版「信頼ゲーム」など多軸的データを取得し、相関解析等を実施し、
中高齢の社会的孤立に関連する因子を探る前向きパイロット研究を実施した。コロナ禍により一部オンライン調
査へ変更したが、社会的孤立に関連する因子に関してコロナ禍の影響にも鑑みて予備的同定に成功した。今回の
結果が、社会的孤立対策のための将来の国家プロジェクト立案の礎になることが期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 
 超高齢社会を迎える現代、「社会的孤立」「孤独」は、自殺に並ぶ世界的最重点課題である。日
本では思春期青年期に様々な契機で学校や仕事に行けず 6 ヶ月以上家庭内に留まる「社会的ひ
きこもり」の長期化・慢性化に伴い、中高齢のひきこもり者の増加が新たな社会問題と化してい
る。我々は、これまで若年成人のひきこもり者および大学生を対象とした血液バイオマーカー研
究を主宰し、「社交回避傾向」「信頼感」「孤独感」に関連する血液マーカーの予備的同定を行っ
てきた。 
 
 
２．研究の目的 
 
 本研究では、中高齢の健常者および中高齢うつ病患者を対象に、前向きパイロット研究として、
精神医学的構造化面接、社会的孤立・孤独に関連した心理検査、各種血液検査（炎症系・代謝物
など）、PC版「信頼ゲーム」など多軸的データを取得し、相関解析等により、中高齢者における
社会的孤立・孤独の病態基盤、特に生物学的基盤を萌芽的に見出し、孤独対策のための将来の国
家プロジェクト立案のために必要な基礎データを取得することとした。そして、こうして得られ
た結果を社会的孤立・孤独対策のための将来の国家プロジェクト立案の礎にすることとした。 
 
 
３．研究の方法 
 
【A健常ボランティア研究】 
 身体疾患・精神疾患を持たない健常ボランティア（社会的孤立状況にある者もエントリーさせ
る）30名（中高年齢層の男女）を当初の対象とした。働いている者に加えて、失業中の方や主婦
など無職の者も均等になるように新聞チラシ・広告・ハローワークのポスターなどで広く募集す
ることとした。 
 
【Bうつ病患者】 
 効率よく仮説検証するために社会的孤立・孤独に陥りやすい疾患であるうつ病の患者を対象
とした。九州大学病院精神科および関連病院を受診し診断が確定したうつ病患者の中で、研究同
意が得られた者を 30名（中高年齢層の男女）エントリーすることとした。 
 A・B とも被験者は、文書による同意取得後、九州大学病院精神科神経科において、精神疾患
構造化診断面接、研究代表者が独自開発したひきこもり構造化診断面接（ひきこもり診断に加え
て、社会的孤立傾向・孤独に関する詳細な評価可能）、ひきこもり尺度(HS-25;Teo et al. 2018)・
UCLA 孤独感尺度を含む心理社会的側面を測定しうる自記式質問票、社会回避傾向を測定可能な
独自開発したＰＣ版信頼ゲームに加えて、採血によるメタボローム解析（瀬戸山大樹 分担研究
者担当）・一般生化学検査・サイトカイン測定等を行うこととした。 
初年度調査には、被験者としてすでに社会的孤立状況にある者および予備軍が含まれるため、ま
ったく社会的孤立状況にない者との比較検証を行い、1年後に追跡調査として被験者に同様の評
価を行うこととした。追跡調査により、少なくとも数名は新たに社会的孤立状況（あるいは予備
軍）に陥ることが予測され、万が一、厳密な社会的孤立状態になる者が発生しなくても、様々な
社会的孤立傾向に関するパラメーターを測定することで、社会的孤立的傾向（数日の回避行動エ
ピソードを含む）を来す者は少なくとも 2～3割は発生することをこれまでの疫学研究などの知
見に基づき見積もった。 
 1 年後に新たに発生する、社会的孤立傾向増悪に関与する因子（孤立リスク要因）や孤立改善
因子を初年度のベースラインデータを元にして同定することとした。 
 
 
４．研究成果 
 
 初年度（2019 年度）は、健常者ボランティア対象のリクルートおよび調査を実施した。数名
のエントリーがあり、構造化面接、各自記式質問票の実施、PC 版信頼ゲーム、血液検体の取得
といった多軸的データを取得した。うつ病患者対象の調査についても数名のエントリーを実施
し、同様にデータ取得を完了した。第 2 年度（2020 年度）にフォローアップのデータ取得を予
定していたが、コロナ禍による被験者のリクルートおよびフォローアップの実施が難航し、少数
のフォローアップしか実施出来ない状況となった。すでに取得した多軸的データについてはメ
タボローム解析をはじめとしたバイオマーカー解析を完了しており、今後エントリー数のさら
なる確保および論文化を計画している。 



 
 コロナ禍による被験者エントリーの限界を補うために、急遽オンラインによるデータ取得を
実施することとした。コロナ禍のために外出や人づきあいといった社会生活が大きく制限され、
社会的孤立やひきこもり状況におかれてしまう人が急速に増加したことが想定された。特に、中
高年など安定した社会的立場にある人々はコロナ禍以降の急速な生活状況の変化がもたらす苦
痛や喪失体験のインパクトが若年者よりも高くなることが予想された。コロナ禍による社会的
孤立に加えて、中高年を取り巻く社会的背景やメンタルヘルスの変化といった多様なデータを
同時に検討することが重要であると考えられ、我々はオンラインを用いたコロナ禍による社会
的孤立に関する調査を立ち上げた。調査は中高年を含む 1000 名以上のボランティアを対象に全
国からエントリーを実施した。2020 年 6 月にベースラインデータを取得し、コロナ禍以前と 6
月時点の生活状況の変化（職業生活や外出、対人交流、余暇活動を含む）に加えて、我々が開発
したひきこもり傾向を測定する尺度を含む社会的孤立の程度、メンタルヘルスの変化（特に抑う
つや社交不安、インターネット依存傾向など）、ストレスフルな状況や環境の変化に対して持ち
堪えることができるレジリエンス、感染状況に対する不安といったコロナ禍における社会的孤
立傾向の促進因子および抑制因子を含む幅広いデータを取得した。オンライン調査のためバイ
オマーカーのデータ等の取得は実施できなかったが、このオンライン調査によって調査時点で
流行地域において外出を避けるようになるなど、社会的孤立が高まる傾向が見出された。また、
自粛するなどの自己隔離的行動と抑うつ傾向の高まりとの関連も示唆され、コロナ禍によって
社会的孤立の高まりとメンタルヘルスの悪化を見出すことに成功した。この結果は現在論文投
稿を行っているところである。 
 
この 2020 年 6 月時点の調査データをもとに、外出や対人交流を含む生活状況や社会的孤立の
変化、社会的孤立の促進因子および抑制因子が将来的な社会的孤立をどの程度予測するかにつ
いて半年後の 2020 年 12 月に再びオンライン調査を実施した。この前向きデータを用いてコロ
ナ禍が中高年の社会的孤立に及ぼす影響について現在解析を実施しており、このオンライン調
査により、社会的孤立における心理社会的影響が明らかになることが期待される。 
 
 また、中高年に限らずうつ病患者を対象として症例対照研究を実施した。うつ病および健常対
照群に対して信頼ゲームを実施するとともに、自記式質問票と血液バイオマーカーの測定を行
った。信頼ゲームでは、社会的認知バイアスの指標として他者に対する信頼感や魅力度の評定を
求めた。その結果、うつ病患者は他者への信頼感が低いことが見出された。特に、男性うつ病患
者において社会的認知バイアスの高さと血中アセチルコリンや血中ニコチン酸が関与すること
が明らかになり、Scientific Reports に発表した（Kubo, Setoyama, Kato et al. 2021）。この
結果はうつ病の性差について新たな知見を示すものである。男性の抑うつと社会的認知の関連
が明らかになれば、我が国で課題ではあるが未だ抜本的な解決策が示されていない中高年の男
性のうつ病や社会的孤立の解決に役立つと考えられることから、引き続き、信頼ゲーム等を用い
た多軸的手法を用いて社会的孤立の病態基盤や生物学的基盤を探索していきたい。 
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